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出典：

秦野 秀明 他 監修(2022)

『埼玉凸凹地図』

昭文社

より引用





出典：

「地理院地図(電子国土Wwb)」

＞「自分で作る色別標高図」

より 引用





出典：

新井 鎮久(1975)

「第16図

中川水系流域(中流部)における

自然堤防の分布

(国土地理院洪水地型分類図による)」

『越谷市史 第一巻 通史上』

越谷市役所 p.52

より 引用・加筆





出典：

「河畔砂丘の分布図」

平社定夫・佐藤和平(1993)

『中川水系 Ⅰ総論・Ⅱ自然』

埼玉県 p.84

より 引用・加筆





出典：

平社定夫・佐藤和平(1993)

「越谷市と松伏町の

河畔砂丘と周辺の地形」

『中川水系 Ⅰ総論・Ⅱ自然』

埼玉県 p.94

より 引用・加筆





出典：

新井 壽郎・小野 文雄・高橋 一夫・

武井 尚・堀口 萬吉(1994)

「座談会「古代・中世の中川流域を探る」

～利根川・古隅田川の流路を中心として」

『埼玉県史研究』第29号

埼玉県 p.11

より 引用





出典：

田中 和之(2008)

第4回埼葛地区文化財担当者会巡回展

「埼葛の遺跡 水とともに」

埼葛地区文化財担当者会

pp.1-26

より 引用



「埼葛」の名称の由来
１／９

埼玉県の東部に位置
南埼玉郡と北葛飾郡に属していた市町から構成
各郡名の頭文字を取ってこの名称を使用

南埼玉郡市
鷲宮町の一部・菖蒲町・久喜市・白岡町・蓮田市・
宮代町・春日部市の一部・旧岩槻市・越谷市・八潮市

北葛飾郡市
栗橋町・鷲宮町の一部・幸手市・杉戸町・
春日部市の一部・旧庄和町・松伏町・吉川市・三郷市

計17市町



「埼葛」の名称の由来
２／９

平成17年(2005)4月
旧岩槻市はさいたま市と合併してさいたま市岩槻区

平成17年(2005)10月
旧庄和町は春日部市と合併して新たな春日部市

現在は計15市町



「埼葛」の名称の由来
３／９

大化2(646)年正月
「改新之詔」公布
「国評(こおり)里制」促進

大宝元(701)年
「大宝律令」制定
「国郡里制」施行

霊亀元年(715)年
里は郷(ごう)と改称(「郷里制」)

※天武天皇13年10月14日(ユリウス暦684年11月26日)
「南海トラフの巨大地震」と推定(確実な記録として最古)



「埼葛」の名称の由来
４／９

近世「下総国葛飾郡庄内領」は
中世から近世にかけて下総国から武蔵国へ編入された
旧 利根川本流左岸の葛飾郡の中で
近代に入った明治8年(1875)
千葉県から埼玉県に移管(注1)
明治8年(1875)は「大区小区制」(注2)の施行中
明治12年(1879)3月17日
「郡区町村編制法」(注3)施行(注4)以降に
この移管された地域が「中葛飾郡」として発足(注5)
明治29年(1896)4月1日
「北葛飾郡」の一部として発足(注6)



「埼葛」の名称の由来
５／９

明治8年(1875)
「旧 中葛飾郡」の郡域が
千葉県から埼玉県に移管されたと言い換えると判りやすい

「旧 中葛飾郡」の西は
凡そ当時の「庄内古川」の河道を以て境界を画していた
旧 中葛飾郡椿村(現 北葛飾郡杉戸町椿(つばき))付近
より北
「中島用水」
(※利根川東遷論で使用する用語の「庄内古川(新川)」)
の河道を以て境界を画していた



「埼葛」の名称の由来
６／９

(注1)(注4)(注5)(注6)
出典調査中(出典がWikipediaのみ)

(注2)出典：
「(明治5年(1872)10月10日(11月10日)大蔵省達第146号)」
「大蔵省達第146号 区長副区長ヲ置キ
給料ハ民費ニ課セシメ府県死亡表様式ヲ頒ツ」

『法令全書』明治5年 内閣官報局 1887年
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/787952/403
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/787952/404



「埼葛」の名称の由来
７／９

(注3)出典：
「太政官布告第17号 郡区町村編制法」
『法令全書』明治11年 内閣官報局 1887年
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/787958/38
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/787958/39



「埼葛」の名称の由来
８／９

※旧 中葛飾郡椿村
（現 北葛飾郡杉戸町椿(つばき))付近より北の
「現 中川」の河道は
「庄内古川(古川)」を再利用した

昭和3年(1928)の
旧 内務省直轄事業である
「吉田村新水路」の竣工により確定



「埼葛」の名称の由来
９／９

明治8年(1875)
「下総三分割」における
「近世・庄内領」の地域の
千葉県から埼玉県への移管は「合議」
(注7)





(注7)出典：

埼玉県立文書館蔵

「明治8下総国葛飾郡之内管轄換之儀再願」

(行政文書 明3679)

の引用データ

より 引用





出典：

「今昔マップon the web」

①「地理院地図」と

②「明治期迅速測図」を

1画面に重ねて表示

(地図不透明度30％)

より 引用・加筆



埼葛地域の地理的環境
１／４

北端で茨城県・東端で千葉県・南端で東京都
と接している
南北に長い中川低地を挟んで
西側に大宮台地・東側に下総台地

・大宮台地
蓮田支台・岩槻支台、白岡支台、慈恩寺支台など
「関東造盆地運動」の影響で
北部に向かうほど低い「埋没台地」

・下総台地
江戸時代初頭に開削された「江戸川」により
千葉県側の下総台地本体から切り離されている
宝珠花支台、金杉支台



埼葛地域の地理的環境
２／４

中川低地等は河川による堆積物によって形成された地形
低地の中にも自然堤防や河畔砂丘など
周辺よりも一段高い地形が存在

現在の河川
利根川(北端)・江戸川(東端)・綾瀬川・元荒川(西端)
古利根川・中川(中央)

綾瀬川・元荒川は
台地の谷筋から中川低地へと流れ出し
古利根川・中川と合流して大河川となった



埼葛地域の地理的環境
３／４

埼葛地域に人々が住むようになったのは
旧石器時代(約３万年前～)
氷河期だった当時
東京湾の海水面は低く
中川低地は浸食されて深さ数十ｍの峡谷や段丘が存在

主な遺跡
宮代町逆井遺跡・前原遺跡
春日部市坊荒句北・坊荒句遺跡など
台地沿いに移動生活を送っていたと推定



埼葛地域の地理的環境
４／４

縄文時代早期の後半(約7,000年前)
元荒川流域を中心に遺跡数は３倍に増え
住居跡や炉穴といった定住的な生活跡が残存
気候は温暖になり中川低地の深い峡谷部に
海が浸入し始め(「縄文海進」)貝塚も形成

現在南部の地域では
この時期の遺跡は確認されていないが
存在しなかったのではなく
その後の海進とこれに伴う堆積作用により
地中深くに埋まってしまったと推定





「河川から見た埼葛」
１／９

埼葛のあけぼの －旧石器時代～縄文時代早期－
旧石器時代(約３万年前～1万４千年前)

出典：
田中 和之(2008)
第4回埼葛地区文化財担当者会巡回展
「埼葛の遺跡 水とともに」
埼葛地区文化財担当者会
p.4
https://www.town.miyashiro.lg.jp/0000002431.html
より 引用





「河川から見た埼葛」
２／９

海がもたらした恵み －縄文時代前期・中期－
縄文時代前期(約6,000～5,000年前)

出典：
田中 和之(2008)
第4回埼葛地区文化財担当者会巡回展
「埼葛の遺跡 水とともに」
埼葛地区文化財担当者会
p.8
https://www.town.miyashiro.lg.jp/0000002431.html
より 引用





「河川から見た埼葛」
３／９

去りゆく海、低地への第一歩 －縄文時代後期・晩期－
縄文時代後期(今から約3,500年前)

出典：
田中 和之(2008)
第4回埼葛地区文化財担当者会巡回展
「埼葛の遺跡 水とともに」
埼葛地区文化財担当者会
p.10
https://www.town.miyashiro.lg.jp/0000002431.html
より 引用





「河川から見た埼葛」
４／９

低地利用のはじまり －弥生時代～古墳時代前期－

出典：
田中 和之(2008)
第4回埼葛地区文化財担当者会巡回展
「埼葛の遺跡 水とともに」
埼葛地区文化財担当者会
p.12
https://www.town.miyashiro.lg.jp/0000002431.html
より 引用





「河川から見た埼葛」
５／９

川と低地利用の広がり －古墳時代中期・後期－

出典：
田中 和之(2008)
第4回埼葛地区文化財担当者会巡回展
「埼葛の遺跡 水とともに」
埼葛地区文化財担当者会
p.14
https://www.town.miyashiro.lg.jp/0000002431.html
より 引用





「河川から見た埼葛」
６／９

川との共存、そして活用 －奈良・平安時代－

出典：
田中 和之(2008)
第4回埼葛地区文化財担当者会巡回展
「埼葛の遺跡 水とともに」
埼葛地区文化財担当者会
p.16
https://www.town.miyashiro.lg.jp/0000002431.html
より 引用





「河川から見た埼葛」
７／９

川との発展 －鎌倉～戦国時代－

出典：
田中 和之(2008)
第4回埼葛地区文化財担当者会巡回展
「埼葛の遺跡 水とともに」
埼葛地区文化財担当者会
p.20
https://www.town.miyashiro.lg.jp/0000002431.html
より 引用





「河川から見た埼葛」
８／９

埼葛地域の板碑

出典：
田中 和之(2008)
第4回埼葛地区文化財担当者会巡回展
「埼葛の遺跡 水とともに」
埼葛地区文化財担当者会
p.22
https://www.town.miyashiro.lg.jp/0000002431.html
より 引用





「河川から見た埼葛」
９／９

遺跡から見た河川のうつりかわり

出典：
田中 和之(2008)
第4回埼葛地区文化財担当者会巡回展
「埼葛の遺跡 水とともに」
埼葛地区文化財担当者会
p.24
https://www.town.miyashiro.lg.jp/0000002431.html
より 引用



「渡良瀬川を源流とする河川」
１／６

「渡良瀬川を源流とする河川の一部としての
「東」からの流路」の存在を提示する「先行研究」

出典：田中 和之(2008)
「遺跡からみた河川のうつりかわり-まとめにかえて- 」
「第4回埼葛地区文化財担当者会巡回展
「埼葛の遺跡 水とともに」」
埼葛地区文化財担当者会 pp.24-26



「渡良瀬川を源流とする河川」
２／６

中川低地で現在も残る
もっとも古い自然堤防は
弥生時代以降のもので
２つの地域で認められる

まず一つは中川低地本筋の
幸手市・杉戸町から旧庄和町にかけての一帯

これらの自然堤防上には
幸手市「№22遺跡」杉戸町「大堀南遺跡」
旧庄和町「須釜遺跡」など
弥生中～後期(約2,000～1,800年前)の遺跡が展開し
上流の渡良瀬川からつながる流路であると推測



「渡良瀬川を源流とする河川」
３／６

この古い自然堤防(流路)は
春日部市中央部でさらに
2方向に展開した可能性があると推測

一方は
春日部市「沼廻(ぬままわり)遺跡(弥生時代)」が存在する
南ルートが想定

もう一方は
春日部市「浜川戸遺跡」が控える
「古隅田川流路(現在と逆の流れ)」方向の
西ルートが想定



「渡良瀬川を源流とする河川」
４／６

もう一つの古い自然堤防は
綾瀬川筋で
旧岩槻市南部「釣上碇(かぎあげいかり)遺跡」
をはじめとする
弥生時代から古墳時代前期(約1,700年前)にかけての遺跡が
点在する

この筋の下流域の自然堤防は
残丘状の景観をとどめているにすぎないが
越谷市「見田方(みたかた)遺跡(古墳後期)」は
この残丘状自然堤防の一つに展開



「渡良瀬川を源流とする河川」
５／６

綾瀬川筋の自然堤防は
現在の川の流量と釣り合わない規模であることから
かつて利根川本流筋が
同川筋を流下したと考えるのが妥当

古墳時代後期(約1,400年前)には
自然堤防が安定してきたことが推測

その例として
古墳時代後期から中世まで継続する
春日部市小渕「山下北遺跡」の存在
地質学的にも利根川本流筋が
この時代に現古利根川流域に移ったと推測



「渡良瀬川を源流とする河川」
６／６

※田中 和之(2008)において
「綾瀬川筋の自然堤防は
現在の川の流量と釣り合わない規模であることから
かつて利根川本流筋が同川筋を流下したと
考えるのが妥当である」

との仮説に対して

※秦野 秀明(2018)において
「荒川本流筋が同川筋を流下した」と推測
出典：出典：秦野 秀明(2018)
第490回 史跡めぐり「岩槻区南東部とベトナム寺院」







出典：

鬼塚 知典(2018)

「古隅田川の一考察

-春日部周辺の古隅田川流路- 」

『埼玉考古』第53号

埼玉考古学会 pp.77-88

より 引用









「古隅田川・元荒川流路」
１／５

①かつての利根川が
現春日部市梅田地区で
「古隅田川・元荒川流路」と
「大落古利根川流路」に分流し
２つの流路が同時に形成された
出典：既存の研究

②かつての利根川の流量の殆どが
「古隅田川・元荒川流路」へ流れた時期があった
出典：越谷北高校天文気象部・佐藤 和平・関山 聡(1991)
「河畔砂丘の研究 -南限の河畔砂丘」
埼玉県立越谷北高校



「古隅田川・元荒川流路」
２／５

③鬼塚 知典(2018)
かつての利根川が
現春日部市梅田地区に到達した際には
既に梅田地区からの「古隅田川・元荒川流路」は
「渡良瀬川を源流とする「東」からの流路」の
延長として形成された

出典：鬼塚 知典(2018)
「古隅田川の一考察 -春日部周辺の古隅田川流路- 」
『埼玉考古』第53号 埼玉考古学会 pp.77-88



「古隅田川・元荒川流路」
３／５

・鬼塚 知典(2018)
大宮台地の「東側」へ利根川が流入する以前の
「渡良瀬川を源流とする河川の一部としての
「東」からの流路」

①「倉常(くらつね)堤根流路」の自然堤防上
弥生時代の「須釜遺跡」
古墳時代の豊明神社古墳・「東上遺跡」

②「金崎(かなさき)牛島流路」の自然堤防上
古墳時代の「中島遺跡」



「古隅田川・元荒川流路」
４／５

・鬼塚 知典(2018)
②「金崎牛島流路」は
「大落古利根川流路」を現在とは「逆」の流れで
「北西」へ進み
「古隅田川・元荒川流路」へ流れた
かつての利根川が現春日部市梅田地区に到達した際には
「西流」する「金崎牛島流路」に従い
「古隅田川・元荒川流路」へ流れた。
かつての利根川が現春日部市梅田地区で
急に「西」へ曲がって
「古隅田川・元荒川流路」を形成したのではない。



「古隅田川・元荒川流路」
５／５

・鬼塚 知典(2018)
越谷北高校天文気象部・佐藤 和平・関山 聡(1991)
の分類による
平安時代の終わり頃の「新砂丘Ⅰ」の形成期頃から
鎌倉時代の「新砂丘Ⅱ」の形成期頃までに
大量の砂が堆積した結果
「古隅田川・元荒川流路」への流入が困難になり
「大落古利根川流路」へ「東流」していた
「金崎牛島流路」も大量の砂の堆積後に
利根川の流れに従い
現牛島地区の合流点から「南流」した









出典：

越谷北高校天文気象部・

佐藤 和平・関山 聡(1991)

「河畔砂丘の研究 - 南限の河畔砂丘」

埼玉県立越谷北高校 pp.1-53

より 引用





出典：

秋池 武(2000)

「利根川流域における角閃石安山岩転石

の分布と歴史的意義」

『群馬県立歴史博物館紀要』第21号

群馬県立歴史博物館 pp.35-60

より 引用











写真は
神奈川県横浜市金沢区
金沢町212-1
「称名寺」と「阿字ヶ池」
(南西より望む)

撮影：2009年3月26日





「享徳の乱」の最中である
康正二年(1456)七月
「直轄地」を押領された称名寺は
関東管領上杉氏に味方し
足利成氏と合戦中の上杉政真・太田資清・資長 等に
陣中見舞いを送る

出典：
「称名寺陣中見舞送状(金沢文庫文書)」
康正二年(1456)七月
六貫七百六十文内
二貫文 御屋形(上杉政真) 二貫文 太田殿 一貫文 源六殿





『吉川市史 通史編』(2014)では
称名寺は
下河辺庄内に散在していた
「寺用分」の代替地として
下河辺庄・下方「赤岩郷」を
直轄地としたとある

ゆえに史料①②から
称名寺は
下河辺庄・新方「十丁免(十町目)」も
直轄地としたと推定



出典：
・史料①：貞治二年(1363)七月七日
貞治元年称名寺寺領年貢米納町(5550／203)
『吉川市史』資料編 PP.329-330 183

・史料②：永徳二年壬戌(1382)
下総国下河辺庄赤岩郷年貢銭結解帳(5589／239)
『吉川市史』資料編 pp.333-335 189

・永井 晋(2014)
『吉川市史 通史編』吉川市 pp.163-164







称名寺の「直轄地」に
新方「十丁免(十町目)」が含まれていたのであれば
「享徳の乱」の最中である
康正二年(1456)七月に
古河公方の勢力は
①現・大落古利根川の左岸である
下方「赤岩郷」
だけではなく
より岩付に近い

②現・大落古利根川の右岸である
新方「十丁免(十町目)」も
押領していたと推定可能





写真は
「十丁免(十町目)」比定地の
旧 向畑村堂面(越谷市)
観音堂

撮影：2012年11月4日







出典：

原田 信男(1999)

『中世村落の景観と生活』

思文閣出版 p.64

図5 武蔵国太田荘・下総国下河辺荘荘域図

より 引用・加筆



越谷市内の地名の中で
「一次史料」として確実に現れる
「最も古い地名」は
嘉元(かげん)三年(1305)四月二十八日
「六浦(むつら)瀬戸橋造営
棟別銭(むなべちせん)注文案」

（金沢文庫文書 通し番号 5249号／
整理番号 14号）

に記載される
①「新方(にいがた)」





出典：

吉川市史編さん委員会編(2009)

『吉川市史 資料編 原始・古代・中世』

吉川市 p.288

より 引用



「２番目に古い地名」は
嘉暦(かりゃく)元年(1326)十月三日
「下河辺庄(しもこうべのしょう)
新方(にいがた)検見帳(けみちょう)」

（金沢文庫文書 通し番号 5395号／
整理番号 78号）

に記載される
①「おま(恩間)」
②「十丁めん(十丁免)」







出典：

吉川市史編さん委員会編(2009)

『吉川市史 資料編 原始・古代・中世』

吉川市 p.297

より 引用・加筆







出典：

国土交通省 国土地理院

「治水地形分類図(更新版)」

より 引用・加筆





出典：

「明治前期測量

二万分の一フランス式彩色地図

- 第一軍管地方二万分一迅速測図 -

埼玉県武蔵国南埼玉郡

平方村及恩間邨近傍」

より 引用・加筆





出典：

国土交通省 国土地理院

「地図・空中写真閲覧サービス」

MKT-613-C34-5

(昭和36年(1961)6月11日撮影)

より 引用・加筆



出典：

秦野 秀明(2017)

「下河辺庄新方「おま」の「田地」を探る」

平成29年度「越谷市民文化祭」

より 引用・加筆

http://koshigayahistory.org/

231104_171112_niigata_oma_h_h.pdf



永禄5年(1562)当時
「越谷郷」は
「埼西郡」であったのか？
「足立郡」であったのか？

出典：
(永禄5年(1562))8月26日
北条家印判状(本田文書)







出典：吉川市史編さん委員会編(2009)

『吉川市史 資料編 原始・古代・中世』

吉川市 p.297

より 引用



古代・中世は
下総国葛飾郡「下河辺荘新方」であった
現・越谷市北越谷地区付近の
近世前期を表現した「絵図」に
「氷川前」の「字(あざ)名」

出典：
江澤 昭融 天保十一年(1840)
『大沢町古馬筥』





出典：

江澤 昭融

天保十一年(1840)

『大沢町古馬筥』

より 引用



近世前期における
「埼玉郡の再編成」１／９

「武蔵・下総国境の移動」の変遷において
遅くとも慶長17年(1612)以前に
下総国より武蔵国へ編入(注1)されていた地域は
「中世の下総国(葛飾郡)下河辺荘新方(にいがた)」
凡そ現在の
「古隅田川・元荒川・大落古利根川」で囲まれた地域
この地域は「近世の新方領」とは範囲が異なる

※「中世の下総国(葛飾郡)下河辺荘新方」の範囲は
近世の新方領27ヶ村・岩槻領16ヶ村・
百間(もんま)領1ヶ村・越ヶ谷領1ヶ村
から構成





出典：

鈴木 哲雄(2005)

「中世利根川下流域」

『中世関東の内海世界』

岩田書院 pp.84,85

図7 古隅田川地域図

より 引用・加筆



近世前期における
「埼玉郡の再編成」２／９

「中世の下総国(葛飾郡)下河辺荘新方」が
遅くとも慶長17年以前に
下総国より武蔵国へ編入された時点で
編入先の武蔵国においては
「古代の埼玉郡」の範囲は中世以降に解体されており
「古代の埼玉郡」の東の地域に「太田荘」
「古代の埼玉郡」の西の地域に「埼西郡」
が元の郡を分割して成立(注2)

古代の「郡」が中世以降に解体されていた例として
「下河辺荘」「葛東郡(風早荘等はこの説明では省略)」
「葛西郡(葛西御厨はこの説明では省略)」が
元の郡を分割して成立(注3)していた「葛飾郡」がある



近世前期における
「埼玉郡の再編成」３／９

編入された時点
「太田荘」「埼西郡」「(武蔵国)葛飾郡」が存在

近世前期の寛文年間
と推測される時期に
「埼玉郡の再編成」が行われ
「太田荘」「埼西郡」「(武蔵国)葛飾郡」が
「合併」した形で
「近世の埼玉郡」が成立(注4)
したと推測



近世前期における
「埼玉郡の再編成」４／９

(注1)
①「武蔵国埼西郡平方郷」天正19年(1591)11月
平方村林西寺寺領朱印状(林西寺文書)

②「大光寺領武州新方之庄長宮」慶長17年(1612)
長宮大光寺検地帳(大光寺文書)

③「武州新方糟壁最勝院」慶長17年(1612)8月
関東八州真言宗連判留書(醍醐寺文書)

④「武州埼西郡新方庄粕壁村」寛永6年(1629)
粕壁村検地帳(中島家文書)

⑤「武州埼西郡東新方庄六ヶ村」寛永6年(1629)
大松村清浄院領検地帳(清浄院文書)



近世前期における
「埼玉郡の再編成」５／９

(注2)
①「武州新方糟壁最勝院」慶長17年(1612)8月
関東八州真言宗連判留書(醍醐寺文書)

②「武州太田荘百間山西光院」慶長17年(1612)8月
関東八州真言宗連判留書(醍醐寺文書)

③「武州大田荘篠崎普門寺」慶長17年(1612)8月
関東八州真言宗連判留書(醍醐寺文書)

④「武州大田荘羽生正覚院」慶長17年(1612)8月
関東八州真言宗連判留書(醍醐寺文書)



近世前期における
「埼玉郡の再編成」６／９

(注2)
⑤「武州奇西郡白岡正福院」慶長17年(1612)8月
関東八州真言宗連判留書(醍醐寺文書)

⑥「武州崎西築道金剛院」慶長17年(1612)8月
関東八州真言宗連判留書(醍醐寺文書)

⑦「武州崎西正能竜花院」慶長17年(1612)8月
関東八州真言宗連判留書(醍醐寺文書)

⑧「武州崎西郡多門寺」慶長17年(1612)8月
関東八州真言宗連判留書(醍醐寺文書)

(注3)
出典：長塚 孝(1995)「鎌倉・室町期の葛西地域」

『東京低地の中世を考える』名著出版 pp.95-100



近世前期における
「埼玉郡の再編成」７／９

(注4)
①「武蔵国埼西郡平方村」寛永19年(1642)9月24日
平方村林西寺寺領朱印状(林西寺文書)
「武蔵国埼玉郡平方村」寛文5年(1665)7月11日
平方村林西寺寺領朱印状(林西寺文書)

②「武蔵国埼西野嶋村」寛永19年(1642)9月15日
野嶋村浄山寺寺領朱印状(浄山寺文書)
「武蔵国埼玉郡野嶋村」寛文5年(1665)7月11日
野嶋村浄山寺寺領朱印状(浄山寺文書)

③「武蔵国埼西大佐美郷」寛永13年(1636)11月9日
西方村大聖寺寺領朱印状写(大聖寺文書)
「武蔵国埼玉郡大佐美郷」寛文5年(1665)7月11日
西方村大聖寺寺領朱印状写(大聖寺文書)



近世前期における
「埼玉郡の再編成」８／９

(注4)
④「武蔵国埼西腰谷瓦曾禰」寛永13年(1636)11月9日
瓦曽根村照蓮院寺領朱印状写(照蓮院文書)
「武蔵国埼玉郷腰谷郡瓦曾根村」寛文5年(1665)7月11日
瓦曽根村照蓮院寺領朱印状写(照蓮院文書)

⑤「武蔵国埼西郡越ヶ谷村」天正19年(1591)11月日
越ヶ谷宿天嶽寺寺領朱印状写(天嶽寺文書)
「武蔵国埼玉郡越谷郷」寛文5年(1665)7月11日
越ヶ谷宿天嶽寺寺領朱印状写(天嶽寺文書)

⑥「武蔵国埼西越谷郷」寛永13年(1636)11月9日
四町野村迎摂院寺領朱印状写(迎摂院文書)
「武蔵国埼玉郡越谷郷」寛文5年(1665)7月11日
四町野村迎摂院寺領朱印状写(迎摂院文書)



近世前期における
「埼玉郡の再編成」９／９

(注4)
⑥「武蔵国埼西越谷郷」寛永13年(1636)11月9日
四町野村迎摂院寺領朱印状写(迎摂院文書)
「武蔵国埼玉郡越谷郷」寛文5年(1665)7月11日
四町野村迎摂院寺領朱印状写(迎摂院文書)

⑦「武蔵国葛飾郡大房村」慶安元年(1648)9月17日
大房村浄光寺寺領朱印状(浄光寺文書)
「武蔵国埼玉郡平方村」貞享2年(1684)6月11日
大房村浄光寺寺寺領朱印状(浄光寺文書)

⑧「武蔵国葛飾郡大泊村」慶安元年(1648)9月17日
大泊村安国寺寺領朱印状(安国寺文書)
「武蔵国埼玉郡大泊村」貞享2年(1684)6月11日
大泊村安国寺寺領朱印状(安国寺文書)



「延宝4年(1676)12月9日 寺社奉行達書」

から見た「武総国境の移動」

「江戸幕府は延宝4年(1676)12月9日、寺社奉行達書で幸手
不動院の霞場を下総国一円とした(不動院文書)。このとき、
幕府は「近来葛飾東西二に相分、西者武州江入」れたにも
かかわらず、不動院の戦国時代からの由緒を重んじ、「往
古者下総国葛飾郡境」であった「栗橋より西古利根川筋猿
ヶ俣舟渡隅田川浅草川筋」を霞場としての下総国境とした。
この史料から、古利根川-隅田川-浅草川の古代・中世以来
の武総国境が下総国葛飾郡内に移り、同郡内を二分して設
けられたことを知ることができる」

出典：武井 尚(1993)「利根川の流路と国境」
『中川水系Ⅲ 人文』埼玉県 p.117







出典：

「日本六十余州国々切絵図」

(寛永十年(1633)巡見使国絵図)

「武蔵国」

秋田県立公文書館蔵

より 部分引用・加筆





出典：

「日本六十余州国々切絵図」

(寛永十年(1633)巡見使国絵図)

「下総国」

秋田県立公文書館蔵

より 部分引用・加筆



武蔵・下総の国境「移動」後

「2国」に存在した葛飾郡１／５

武蔵・下総国境が移動したにも関わらず
豊島・葛飾郡境は移動しなかった
つまり
下総国葛飾郡の該当地域が
武蔵国豊島郡にはならず
現・東京都に所属する地域となる
近世の武蔵国葛飾郡西葛西領・東葛西領
が発生



武蔵・下総の国境「移動」後

「2国」に存在した葛飾郡２／５

武蔵・下総国境の移動により
武蔵国に葛飾郡が発生したのは
現・東京都に所属する地域となる
近世の武蔵国葛飾郡西葛西領・東葛西領だけではなく
現・埼玉県に所属する地域となる
近世の武蔵国葛飾郡
(南から)
二郷半領・松伏領・幸手領・島中川辺領がある
その時期は寛永4年(1627)～寛永14年(1637)と推定

出典：武井 尚(1993)「利根川の流路と国境」
『中川水系Ⅲ 人文』埼玉県 pp.113-120



武蔵・下総の国境「移動」後

「2国」に存在した葛飾郡３／５

注意すべきは
現・埼玉県に所属する地域で
近世の武蔵国葛飾郡松伏領、幸手領と
近世の下総国葛飾郡庄内領との
境界は
「江戸川」ではなく
「庄内古川」であること

明治8年(1875)
「江戸川以西・庄内古川以東」が
千葉県から埼玉県に移管



武蔵・下総の国境「移動」後

「2国」に存在した葛飾郡４／５

近世の武蔵国葛飾郡幸手領
(近世の武蔵国葛飾郡(関宿藩領)の地域は除く)は
慶長20年(1615)～寛永14年(1637)に
下総国猿島郡より
武蔵国葛飾郡になった
と推定

出典：原 太平(2002)『幸手市史 通史編Ⅰ』
幸手市教育委員会 pp.358-387



武蔵・下総の国境「移動」後

「2国」に存在した葛飾郡５／５

近世の葛飾郡幸手領の中で
江戸川(新利根川)と庄内古川新川と古江戸川で囲まれた
近世の武蔵国葛飾郡(関宿藩領)
惣新田村・下宇和田村・高須賀村は
寛文4年(1664)～享保16年(1731)に
下総国葛飾郡より
武蔵国葛飾郡になったと推定

※慶安2,3年(1649,50)頃完成の『正保(武蔵)田園簿』では
同地域は既に武蔵国になっている

出典：原 太平(2002)『幸手市史 通史編Ⅰ』
幸手市教育委員会 pp.358-387





出典：

原 太平(2013)

「幸手領・惣新田地域の

開発・整備かたみた利根川東遷」

『季刊 河川レビュー』

新公論社 pp.44-58

より 引用



ご清聴
ありがとうございました。


